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教育共同研究補助制度 

 

本学は、2009 年度に大学院に教職研究科を設置するなど、教員の養成に力を入れております。その理念は「理論

と実践の融合」であり、これは学生だけではなく、現職教員の育成においても当てはまります。 

本学では、近隣の小中学校と共同でテーマを決めて研究を行い、今日の学校教育が抱える課題の解決に取り組ん

でいます。教職研究科の教員が小・中学校を訪問したり、学生がアシスタントとして参加したりと、「理論と実践の

融合」に基づいた研究を展開しています。 

今後も、学校における教育課程の改善とすぐれた教員の育成・養成に資する研究活動に注力していきます。 

 

≪実施概要≫  

学校名 研究テーマ 

多摩市立東寺方小学校 
明日をつくる子の育成・東寺方 ESD 

～住み続けられる町づくりを目指して～ 

多摩市立諏訪小学校 
子どもたちの対話的な学びを支援する教師の仕掛け 

～小学校第５学年体育科陸上競技（ハードル走）の授業実践を通して～ 

東村山市立東村山第七中学校 
ICT 機器を有効活用した教科指導法の研究 

～主体的・対話的で深い学びの実践に向けて～ 

八王子市立打越中学校 
誰一人取り残さない ICT を活用した授業による学力の向上 

「学び合いの授業 × ICT」（数学科） 
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帝京ライフロングアカデミー 

 

八王子キャンパスでは、「帝京ライフロングアカデミー」と称し、多彩な学問分野をテーマとした公開講座を実施

しています。2021 年度は昨年度に引き続き、「Zoom ウェビナー」を使用したリアルタイムのオンライン講座を実施

しました。全 8 講座を開講し、延べ 218 名の方にご参加いただきました。 

 

◇ 開講講座 

№ 講 座 

1 

「教養」とは何か～ゲーテとシラーを手がかりに「教養」の持つ意義について考える～ 

講師：大田 浩司（外国語学部外国語学科 准教授） 

日時：9 月 7 日（火）10：00～11：00  受講者：29 名 

2 

幼帝の即位式～子どもらしさと威厳のはざま～ 

講師：保田 那々子（文学部日本文化学科 助教） 

日時：9 月 7 日（火）14：00～15：00  受講者：18 名 

3 

仙台藩士たちの戊辰戦争と西南戦争 

講師：山下 須美礼（文学部史学科 准教授） 

日時：9 月 8 日（水）10：00～11：00  受講者：31 名 

4 

ライフイベントとワークライフバランスの変化 

講師：湯川 志保（経済学部経済学科 准教授） 

日時：9 月 8 日（水）14：00～15：00  受講者：13 名 

5 

茶道のイロハ～作法を知って生活を豊かにしよう～ 

講師：鬼頭 誠（法学部政治学科 教授） 

日時：9 月 14 日（火）10：00～11：00  受講者：36 名 

6 

日本における観光の始まりとその背景～江戸時代に学ぶ「観光」の現代的意義～ 

講師：小笠原 永隆（経済学部観光経営学科 教授） 

日時：9 月 14 日（火）14：00～15：00  受講者：38 名 

7 

SDGs 活動って何だろう？～様々な取り組みを中心に～ 

講師：永井 リサ（経済学部経済学科 講師） 

日時：9 月 15 日（水）10：00～11：00  受講者：29 名 

8 

ネットの炎上・誹謗中傷が起きにくい社会にどうしたら近づけるか～現代社会の情報構造を中心に～ 

講師：吉野 ヒロ子（文学部社会学科 准教授） 

日時：9 月 15 日（水）14：00～15：00  受講者：24 名 

 

◇ 受講者アンケート（回答数 163） 

１）帝京ライフロングアカデミーへの参加経験         ２）受講講座の感想 

はじめて 2 回目 3 回目 4 回以上  よかった ふつう よくなかった 

50 

（29.1％） 

34 

（19.8％） 

32 

（18.6％） 

56 

（32.6％） 

 135 

（78.5％） 

33 

（19.2％） 

4 

（2.3％） 
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多摩学 

 

文学部社会学科の専門教育科目として「多摩学」を開設しています。「多摩学」は、多摩地域と呼ばれる東京都 30

市町村を対象に、社会学を基軸とし、人口学や行政学などさまざまな専門分野から多摩地域の過去と現在を総合的

に理解し、次世代の担い手として多摩地域の将来をデザインする力を養うことを目的としています。 

今年度は約 90 名の学生が履修し、「立川市」、「府中刑務所」、「多摩信用金庫」および「東京中小企業家同友会」の 

方に講義資料を提供していただきました。 

 

学生チャレンジ制度 

 

本制度は、学生が挑戦したいプロジェクトを自ら企画・立案し、社会貢献や地域貢献、SDGs 達成に向けた取り組

みなどに繋がる、学生ならではの発想を生かした自主的・主体的な活動を募集し、学内選考を経て採択されたプロ

ジェクトに大学から助成金を支給し、活動を支援する制度です。 

2021 年度は以下の 3 つのプロジェクトが採択され、活動を実施しました。 

  

１）『日野市の空き家活用プロジェクト』（実施者：経済学部 観光経営学科 准教授 今野 久子ゼミほか） 

関連する SDGs の目標 ▷ 

       

 

日野市の空き家を地域のコミュニティスペースとして活用することを目指すプロジェクトを昨年度より開始し、

2 年目となる今年度は、人を繋ぐ(交流)、命を繋ぐ(防災)、時間を繋ぐ(愛着)の 3 つのテーマで地域への貢献を目指

し活動を行いました。定期的な清掃等の活動に加え、2021 年 11 月 13 日に地産地消の実験ミニ青空市、防災情報パ

ネル展示・防災カルタ・防災クイズ、記念植樹祭のイベントを開催し、子どもから高齢者まで幅広い年齢層の地域住

民の方、市役所の方、卒業生に参加いただきました。コロナ禍に配慮しながら今後も活動を充実させていく予定で

す。 
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２）『いわき FC と共に市民のためのスポーツイベントを実施する』（実施者：医療技術学部 スポーツ医療学科 

助教 岩村 聡ゼミ） 

関連する SDGs の目標 ▷  

 

福島県いわき市にあるいわき FC（※）の観客数増加、市民への運動機会提供を目的とし、2021 年 11 月 14日

にスポーツ体験イベントを実施しました。いわき FC の公式戦の試合前にイベントブースを設け、未就学児を対

象とした 4 種類のスポーツ体験ゲームを実施したところ、約 60 人の子どもたちが参加してくれました。このイベ

ントの際に子どもたちに描いてもらった絵など約 140 枚を使用し、モザイクアートを作成しました。来場を促す

プロモーションとして、12 月 5 日の公式戦にて展示したところ、200 名以上の方に御覧いただきました。 

※いわき FC：日本プロサッカーリーグ（J リーグ）に加盟するサッカークラブ。2021 年 11 月、来季からの J3 入会が承認された。 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

３）『廃棄衣類でファッションショー』（実施者：経済学部 起業家演習 受講者有志） 

関連する SDGs の目標 ▷  

 

廃棄衣類の深刻さを周知することを通して SDGｓの認知度を高めることを目的に、廃棄衣類を使用したファッシ

ョンショーを行いました。2021 年 12 月、アリオ橋本を会場としてイベントを開催し、約 50 名の方が参加してくれ

ました。イベント当日までに集めた廃棄衣類約 300 枚を、参加してくれた方に自由にリメイクしてもらい、その服

を着てもらうことで、実体験から SDGｓの理解を深めてもらえたのではないかと思います。イベントの実施にあた

っては、相模原市およびアリオ橋本をはじめとした多くの方にご協力いただきました。 
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八王子学園都市大学 

 

本学では、八王子市からの依頼に基づき、八王子学園都市大学（※）（愛称：いちょう塾）に教員を派遣し、講座

を提供しています。 

※八王子学園都市大学：八王子市と大学コンソーシアム八王子加盟の 25 大学・短期大学・高等専門学校及び企業や市民の方 

との協働により講座を開講する市民大学 

 

≪前期開講講座≫  

講座名 担当講師 

美しいかな書道入門（初級） 

～一本の線からはじまるかな文字の世界～ 

福井 淳哉 

（文学部日本文化学科 准教授） 

美しいかな書道入門（中級） 

～散らし書きに学ぶかなの空間美～ 

美しいかな書道入門（上級） 

～古筆から学ぶ王朝美の世界～ 

気軽に始める表現生活 

～観て感じて描いてみよう～ 

大貫 真寿美 

（教育学部初等教育学科 准教授） 

写真とお話しで巡る“世界あちこち・あれこれ”Part.13  

～観光地、世界遺産、歴史、土産物、食べ物等の紹介～ 

河野 正光 

（元経済学部観光経営学科 教授） 

芸術の楽しみ方 Ⅷ  

～西洋美術の定番の主題をオペラ等も含め追う～ 

河村 錠一郎 

（元文学部 教授） 

国際政治経済情勢の見方 

～主要な焦点課題と経済学的アプローチ～ 

瀬藤 澄彦 

（元経済学部 教授） 

日本映画とその時代―120 年の変遷を追いかけて 

～誕生から 120 年、映画は時代とどう関わったか～ 

藤森 益弘 

（元短期大学現代ビジネス学科 

客員教授） 

 

≪後期開講講座≫ 

講座名 担当講師 

美しいかな書道入門（初級） 

～一本の線からはじまるかな文字の世界～ 

福井 淳哉 

（文学部日本文化学科 准教授） 

美しいかな書道入門（中級） 

～散らし書きに学ぶかなの空間美～ 

美しいかな書道入門（上級） 

～古筆から学ぶ王朝美の世界～ 

気軽に始める表現生活 その２ 

～観て感じて描いてみよう～ 

大貫 真寿美 

（教育学部初等教育学科 准教授） 

写真とお話しで巡る“世界あちこち・あれこれ”Part.13  

～観光地、世界遺産、歴史、土産物、食べ物等の紹介～ 

河野 正光 

（元経済学部観光経営学科 教授） 

芸術の楽しみ方 Ⅷ  

～西洋美術の定番の主題をオペラ等も含め追う～ 

河村 錠一郎 

（元文学部 教授） 

コロナ・ウイルス時代における都市の再構築を探る 

～約 10 の欧米都市の最新動向～ 

瀬藤 澄彦 

（元経済学部 教授） 

日本映画とその時代―120 年の変遷を追いかけて 

～誕生から 120 年、映画は時代とどう関わったか～ 

藤森 益弘 

（元短期大学現代ビジネス学科 

客員教授） 
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八王子市夏季子ども科学教室 

 

八王子市夏季子ども科学教室は、八王子市教育委員会の依頼のもとに開催し、今年度で通算 24 回目を迎えまし

た。2013 年度からは、医真菌研究センターの教員・研究員が中心となって開催しています。今年度は新型コロナウ

イルス感染拡大防止の観点から、オンデマンド形式での開催となりました。「DNA」をテーマに、生物から DNA を

抽出するという実験型プログラムを学習しました。 

 

◇ 概要 

1）公開期間 ： 2021 年 10 月 23 日（土）～11 月 7 日（日） 

2）テ ー マ ： 「生命の設計図 遺伝子（DNA）とは何か？」 

3）内 容 ： トラフグの白子から DNA を抽出、液浸標本の作製 

4）再生回数 ： 91 回 

 

◇ アンケート結果 

『①講座はおもしろかった』、『②講座はわかりやすかった』、『③DNA がどんなものかわかった』、『④実験の動画

は見やすかった』の 4 項目のアンケートにおいて、全ての項目で「とてもそう思う」「まぁまぁそう思う」を併せ

て 90％以上という結果を得られ、満足度の高い講座となった。 

 

アンケート項目 
とてもそう思う/ 

まあまあそう思う 

あまりそう思わない/ 

まったくそう思わない 

① 講座はおもしろかった 91.7％ 8.3％ 

② 講座は分かりやすかった 91.6% 8.4% 

③ DNA がどんなものか分かった 95.8% 4.2％ 

④ 実験動画は見やすかった 95.6% 4.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本報告における教員の所属・職位は 2021 年度のものです。 

 

作成：総務・企画グループ 

住所：〒192-0395 東京都八王子市大塚 359 

TEL：042-678-3663 

FAX：042-678-3538 

 


